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グラフェンは優れた電子輸送特性をもち，電子デバイス材料として有望な物質である. この優

れた特性を生み出すディラックコーンは，Ni 基板上では失われる[1]．これは，グラフェンと Ni

の間に Au がインターカレートすることで回復する[1]．このとき，Ni(111)上の単層グラフェンに

おいてグラフェン由来のラマンピークが検出されるようになる[2, 3]．しかし現在，グラフェン-

基板間への金属のインターカレーションのメカニズムについては未解明な部分も多い．そこで本

研究では様々な面方位に対し，ラマン分光法及び走査電子顕微鏡(SEM)を用いて Auインターカレ

ーションの評価を行った． 

多結晶Ni上に析出成長させたグラフェンにAuを 0.40 nm蒸着した．Fig. 1にグラフェン被覆後，

Au 蒸着後におけるラマンスペクトルと Au 蒸着後の SEM 像を示す．先行研究と同様に，グラフ

ェン作製後では，どの面方位でもラマンピークが検出されなかった[2]．Au蒸着後では，Spot1で

はラマンピークが検出され，Spot2 では検出されなかった．また，ピークが検出された領域は Ni

基板表面よりも明るく観察された．これより，蒸着時に生じる Au インターカレーションは，特

定の面方位の Ni上で生じていると考えられる． 
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Fig. 1 (a) Raman spectra of graphene on Ni and after deposition of Au. (b) SEM image of graphene on Ni 

after deposition of Au. 
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